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本年度、協会は創立 68年を迎え、鈴木会長のもと

公益社団法人として活動しております。  

然しながら昨年より世界的なコロナ感染蔓延によ

り日本経済はもとより観光業界は大打撃を受け訪日

外国人も国内旅行も激減しました。ここのところ多

少感染者も減り、海外との往来も少しずつ解禁され

多少の持ち直しも期待されるところです。 

本年 6 月の総会は、ホテルグランドパレスで開催

されリアルとオンライン併設で行い、２０２５年 

大阪・関西万博～その先の未来～のお話しを事務総

長 石毛博行氏より伺い盛況裏に終了いたしました。 

協会は再来年に 70 周年を迎えますが 10 月の創造

委員会で鈴木会長より、大内、野出木、浅野の三副会

長に仕切を任されました。 

12 月の総務委員会でも協議いたしますが、諸案が

皆様のご意見に基づき決定の暁にはご支援ご協力を

賜りますようお願い申し上げます。理事会報告は各

委員会、分科会、部会等で報告されます。 

広報委員会は 334 号から 337 号を協会情報発信の

中枢として「観光施設」として発行いたしました。 

創造委員会は委員会、分科会、部会、研究会の合同

会議を含めた会長直轄の委員会として重要事項、協

会事業予算の決定を行いました。 

各委員会、分科会、部会、研究会はスマートシティ

研究会、フェーズフリー研究会を立ち上げ、活発に 

活動しております。10 月 28 日、三菱地所設計様の   

スタジオを拝借して CSV 中間発表がなされ協会活動

の詳細がリアル参加６７名とオンライン参加２２名

で皆様に報告されました。 

今後、各会は 2 月開催のホテレスショーに注力し

ております。総務委員会は協会活動の中枢として 

皆様の活動をサポートしてコロナ禍でも今年度行事

をスムーズに運営して公益社団法人として 10 年目、

会員相互の親睦を図り情報交流を活発にビジネスチ

ャンスを活かして(三方良し)の精神で気配り、目配

り、心配りで皆様のお役に立ちたいと思います。 

HOTERES JAPAN 2022 ご案内 
ホテレス実行委員会 委員長 浅野 一行 

第 50 回 国際ホテル・レストラン・ショーは、令和 4 年 2 月 15 日（火）～ 

18 日（金）、会場を東京ビッグサイト・東展示棟（前回は西・南展示場）に  

戻して開催されます。 

前回は、コロナ過で厳しい状況におかれた観光業・宿泊業の皆様に向

け、ウィズコロナ時代を生き抜く方策に特化した展示を行いましたが、今回

は例年通り、協会活動の年間総括を発表します。 

総合テーマは、「ホスピタリティで解く観光施設の未来 ～SDGs を踏まえ

て」。鈴木会長がまとめられた「観光・ホスピタリティ仮説」に倣ったもので、

観光が持つ本質的な価値であるホスピタリティを発揮することで、観光の未

来を築きうることを説く展示となります。ここでは、当協会の活動を、「もの」

「社会」「自然」の 3 つへのホスピタリティの発揮として整理しました。これによ

り、ホテレスショーでの協会ブースには一体感が生まれ、協会の活動内容の

全体を理解していただき易くなりました。さらには今後の協会活動の指針と

なる概念として、筋が一本通ったことと思います。 

皆様、協会ブースへの参加申し込みは、済まされましたでしょうか。申込

期間は既に過ぎてはおりますが、未だ参加可能ですので、全員参加の協会

CSV 活動の主旨をご理解いただき、是非、お申し込みください。 
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12/7 忘年セミナー：良品計画会長  

金井政明氏 登壇決定！ 
           事業委員会 委員長 岡野 正人 

今年の忘年セミナーは、いよいよ、12 月 7 日(火)

に行われます。ここに来て、コロナ感染が減少傾向に

あるとは言え、皆様の安全を考慮して、今年もオンラ

インで行うこととなりました。 

今年は、「MUJI」ブランドでお馴染み 

㈱良品計画会長の 金井政明様 をお招きして、 

「今、地に足をつけ未来につなげる美しき日本 

～日本を元気にする最も小さい単位、そこから始め

る美しい地域、美しい日本 ～ 公益人本主義経営と

全員地域の当事者社会 ～」と題して、ご講演頂く予

定です。長く続くこのウィズコロナにあって、地方を

元気に、日本を明るくするお話が期待できそうです。

12月 7日火曜日 16：00からです。 

乞うご期待！ 

残念!!忘年交歓会は中止です!! 

忘年交歓会につきましては、昨年は中止となり、今

年こそ実施したいと前向きに考えてきましたが、安

全最優先の考えから、不本意ながら、今年も交歓会は

中止となりました。来年年始の賀詞交歓会は開催予

定です。 

賀詞交歓会開催の予告 
 新年を寿ぎ会員相互の交流を深めましょう。 

リアルでの開催としますが感染予防の観点から３

密を防ぐため１社１名の参加登録制とさせていただ

きます。 

賀詞交歓会に合わせて、オリンピック選手村の 

ビレッジプラザ ウッドリターンアイデアコンペの

表彰式を行います。 

 

日時：令和 4年 1月 11日（火）11 時～12時 30分 

場所：ホテルメトロポリタンエドモント 

１Ｆ「クリスタルホール」 

千代田区飯田橋 3-10-8 TEL03-3237-1111(代) 

交通：JR・地下鉄「飯田橋駅」より徒歩５分 

※会費は無料です。開催時間にご注意ください。 

 

 

事務局 年末年始のお休み 
12 月 29日（水）～1月 4日（火） 

 

  

☆新入会員紹介☆ 受付順 

【メーカー】株式会社トップラン 
（代表者）代表取締役      （担当者）総務部 係長 

山田 晃久                  佐々木 司基 
〒812-0011 

福岡市博多区博多駅前 2-17-1 SIHD 博多ﾌﾟﾚｽﾃｰｼﾞ本館 9F 

TEL:092-418-3636  FAX: 092-418-3637 
営業内容：Dr.OHNO（室内応答型光触媒塗装剤）販売、家

庭用医療機器輸出入業 

【個人】野出木 貴夫 

【メーカー】ソリューションアライブ株式会社 
（代表者）代表取締役      （担当者）取締役 

村上 保裕                 鈴木 一生 
〒163-1515 

東京都新宿区西新宿 1-6-1 新宿エルタワー15F 

TEL:03-6911-4100  FAX:03-6911-4101  
営業内容：デジタルコンテンツの企画、制作、配信、情報通

信システム機器販売 

【設計・コンサル】株式会社 AEC Tech Solutions 
（代表者・担当者）代表取締役       

福﨑 伸悟               
〒107-0052 

東京都港区赤坂 2-13-8 赤坂ロイヤルプラザ 302 

TEL: 03-6384-5566  FAX: 03-6384-6657  
営業内容：ＢＩＭサービサー 

【個人】白石 直樹 

【メーカー】MEIKO Clean Solution Japan 株式会社 
（代表者・担当者）代表取締役       

尾崎 剛 
〒176-0005 

東京都練馬区旭丘 1-22-13 2F 

TEL: 03-6914-4301  FAX: 03-6915-3820  
営業内容：MEIKO 製業務用食器洗浄機の輸入・販売 洗

剤・水処理装置の販売、機器の修理 

【個人】小田島 泰子 

【設計・コンサル】シニリトルジャパン（Cini-Little Japan） 

（代表者）常務執行役員    （担当者）営業部長 
菱沼 徹臣                伴  義彦 

〒163-1428 

東京都新宿区西新宿 3-20-2 東京オペラシティタワー28 階  

TEL: 03-6304-5088  FAX: 03-6304-5227  
営業内容： FOOD SERVICE CONSULTANT 

KICHIEN DESIGN CONSULTANT 

♥編集後記♥ 
決められた感染予防対策をしっかりと守る私達国

民の勤勉さの賜物でしょうか、緊急事態宣言解除後

のコロナの感染状況が、極端に低く抑えられていま

す。 

観光業界にとって、一年の節目となる年末年始の

需要期に向けて業績回復を進める絶好の機会となり

ましたが、期待する訪日観光客については、海外の 

状況が感染再拡大の傾向にある国も複数あり、訪日

観光客の拡大はまだまだ先になりそうです。  

今年は私達の活動も自粛せざるを得ない状況が続

きましたが、来年こそは私達の活動が充分に発揮で

きる明るい年になりますように祈りたいと存じます。           
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